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　2010 年代以降、様々な枠組み（SDGs、パ
リ協定、欧州グリーンディール等）により、
良好な地球環境と経済成長を両立したサステ
ナブル（持続可能な）社会の実現が、世界共
通の目標となっています。こうした背景の下、
天然資源である「木」のカーボンニュートラ
ル（図１参照）に適した特性が、サステナブ
ル社会に不可欠な「脱炭素社会」の実現に向け、
注目を集めるようになりました。

　「木」は、生育過程において、太陽の光エネ
ルギーを利用して大気中のCO2を吸収し、幹
や枝に大量の炭素として貯えます。

　この「炭素貯蔵効果」は、木材に加工され
た後も失われず、長期にわたって炭素を地上
に固定し続けます。また、木材は他の資材に
比べて製造時の一次エネルギー消費量が少な
く（図２参照）、化石燃料の代替エネルギーに
なり得ることからも、CO2の排出量と吸収・
除去量を相殺するカーボンニュートラルの考
え方に適しており、重要な役割が期待されて
います。

　世界の産業別CO2排出量において、建築・
建設部門は、全体の約４割を占めるとされて
おり（図３参照）、脱炭素社会の実現に向け、
業界全体のアップデートが急務となっていま
す。CO2排出量の少ない資材・設備の活用に
加え、木材の積極的な利用によって炭素を都
市に貯蔵していくことが、脱炭素社会に期待
される建築物及び建築業界の役割となってい
ます。

なぜ今、木・木材・木造なのか？

注目される「木」の持続可能性



　木材を持続的に供給するためには、「伐って、使って、植えて、育てる」という森林サイクル
の維持が不可欠です。苗木から利用まで 40～60年（スギの場合）もの歳月を要しますが、その間、
下刈りや間伐などの適切な手入れを継続することで、はじめて健全な森林が育ち、良質な木材が
生まれます。木材消費量が多い「木造」化の推進
は、地域材の安定した需要を生み、林業を活性化
させ、森林整備の資金が山に還元されるサイクル
へとつながります（図４参照）。

　また、地域材の活用により、ウッドマイレージ
（木材輸送量と距離による環境負荷の指標）を小
さくできるだけでなく、近年頻発する自然災害に
対し、健全な森林が有する高い減災能力（表層崩
壊の防止、洪水緩和等）を期待できます。

　サステナブル社会の実現を目指す現代、地元の
森林で育った「地域材」で「木造」を建てること
は、単なる資材選択に留まらず、環境と経済を両
立させる「地域循環」の鍵となっています。

新しい「木材」の使い方
　「木材」は古くから建築資材として利用され
てきましたが、長さの限界や品質のばらつき、
可燃性等の特徴から、近代化に伴う建築物の
大型化には不向きとされてきました。しかし、
20世紀末頃から欧州を中心に、自然素材の弱
点を克服した工業製品としての「木材」、エン
ジニアードウッドの開発が進み、CLT（直交集
成板）に代表されるマスティンバー（大体積
の集成材）の登場等により、現在では高層建
築物への木材利用が可能となっています。

　また、製材過程で生じる木くず等はバイオ
マス発電の燃料として活用できます。特に化
石燃料からの脱却が進む欧州では、これまで
木造・木質化が難しかった戸建て住宅以外の
用途にも、積極的に木材が導入されるように
なりました。現在、日本を含む世界各地で高
層化・大型化が競うように進んでいるほか、
加工性の高さを活かしたユニークな提案もさ
れており、今後も戸建て住宅以外の用途への
木材利用は拡大していくと予想されます。

　さらに、木材の大きな特徴として「再利用
のしやすさ」が挙げられます。建材としての
役目を終えた後も、そのまま廃棄せずにパー
ティクルボードや製紙原料などへとリサイクルし、最終的に燃料として使い切って灰を自然に還
す。この多段階的な活用を「木材のカスケード利用」と呼びます。資源を無駄なく循環させ、最
後にエネルギーとして活用するこのシステムは、現在、再生可能エネルギーである木質バイオマ
スの有効利用の観点から、構築が推進されています。
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スギ ヒノキ

かごしま材の樹種
　かごしま材として出荷される製材の樹種は、スギ又はヒノキです。

製材品の価格
　製材品の価格は、需給のバランスや季節要因等によって常に変動します（図５参照）。

かごしま材の概要



かごしま材の強度
　鹿児島県内で流通しているスギ心持材（せい 180㎜、幅 120㎜、長４ｍ）について、薩摩、
大隅各地域から 60本ずつ、計 120本を用いた曲げ強度試験の結果、曲げ強さの５％下限値が、
告示（平成 12年建設省告示 1452 号）で定める基準強度を上回ることが確認されています（表
１参照）。

かごしま材の品質・性能

かごしまＪＡＳ材
　木造建築物においては、寸法、材質、強度など、品質や性能が確かな製材品の供給が重要です。
　また、このため、日本には、木造建築物等に使用される構造用、造作用、下地用等の製材の規
格があり、施工の合理化並びに木造住宅及び木造建築物の振興への寄与を目的として、「製材の
日本農林規格（ＪＡＳ）」及び「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本
農林規格（ＪＡＳ）」が制定されています。
　これらＪＡＳ材のうち、鹿児島県内の森林から伐採された原木で、県内のＪＡＳ認証工場にお
いて加工された製材品を「かごしまＪＡＳ材」と定義しています。本県には、ＣＬＴ、２×４工
法部材、大断面集成材、ＪＡＳ構造用製材等の認証工場があります。

認証かごしま材
　鹿児島県内で育成・加工された丸太・製材品の中から、用途ごとに品質、寸
法、乾燥等が日本農林規格（ＪＡＳ）に準ずる品質を満足した製材品を「認証
かごしま材」とし、かごしま材認証協議会が認証基準を満たした工場を認証し
ています。
　認証工場は、製造した材に認証ラベルを貼り付け、県産材の原木であること
の証明書と、自社加工であることの証明を添付して出荷します。



　木材業界では、森林所有者や伐採者など原木に関わるを段階を「川上」、工場など製造・加工
に関わる段階を「川中」、施工者や建築主など販売・消費に関わる段階を「川下」と呼びます。

　川上では、森林組合や民間の素材生産業者が立木を伐り出し、伐り出された原木は、原木市場
に集められ、セリにかけられます。原木の一部は、製材工場に直接納材されるものもあります。
　その後、川中である県内各地の製材工場、集成材工場、プレカット工場等で加工され、製品と
なって、川下である施工者の現場に納入されます（図７参照）。

かごしま材の供給・調達

かごしま材が届くまで




